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１．はじめに
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使用するデータセット

COVID Future Wave 1 Survey Data v1.0.0 (Wave1a・b)

・2021年3月29日作成
・アリゾナ州立大学とイリノイ大学シカゴ校が収集。
・Wave1aはアリゾナ州立大学が収集した便宜的サンプル。
・Wave1bは2校が収集した、アメリカで全国的に代表的なサンプル。
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使用するモジュール

・さまざまな変数と関連付けやすい

・現代的で馴染みのある内容

Social Interaction technologies（社会的相互作用技術）

選定理由
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２．研究の目的・方針
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研究の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　

・社会的相互作用技術がCovid-19の影響によって存在感を増しつつある。

→SNS（LINE、Instagram、Twitter、Facebook…）

→ウェブ会議サービス（Zoom、Teams…）

・我々は、パンデミックに伴うビジネス関連の動向とウェブ会議サービスとの相関　　に注目し

た。

・以上より、本研究の目的は

【ウェブ会議サービス事業者へのマーケティング・インプリケーションを行うこと】
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研究の目的

・本研究ではビジネス関連の動向に注目するため、分析内容をパブリックなデータ

　に限定しようと考えた。これに伴い、

→Students（説明変数）　e.g.オンライン修学旅行

→SNS（被説明変数）　　e.g.インフルエンサー

　を研究対象から除外した。

※Social Interaction Technologies（社会的相互作用技術）はWave1aにのみ記載され

　ているため、変数に関してもWave1aを主に参照する。
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使用する変数　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Social Interaction technologies（社会的相互作用技術）被説明変数

説明変数

Working from home
（在宅勤務）

Commuting
（通勤）

Demographics
（人口統計）

Attitudes
（態度）
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Employment
（雇用）



 研究の流れ

各変数の単純集計

考察・提言

分析

仮説設定
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３．先行研究
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先行研究

・論文

橋元（2021）「新型コロナ危機状況における在宅勤務、ビデオシステムの利用実態とデ
モグラフィック要因による格差」

・要旨

1度目の緊急事態宣言の中で、就労者のウェブ会議システムの利用状況を分析した。女
性よりも男性の方が利用率が高いことと、年代別では50代と60代の割合が低いことが
分かった。すなわち、ウェブ会議システムの利用者は20代〜40代の男性が多いという
ことである。
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4．二次データ（日本）
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二次データ①　テレワーク人口実態調査（国土交通省）
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二次データ②　テレワーク人口実態調査（国土交通省）
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二次データ③　テレワーク人口実態調査（国土交通省）

16



二次データ④　テレワーク人口実態調査（国土交通省）
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二次データ⑤　テレワーク人口実態調査（国土交通省）
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二次データ⑥　テレワーク人口実態調査（国土交通省）
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二次データ⑦　コロナ禍におけるインターネット契約

・株式会社ALL CONNECTが行ったインターネット

契約実態調査2020

・ネット環境に不満を持っているにも関わらず、実際

に変更したのは17.3%

→理由として、「回線解約手続きが面倒」「現在の契

約期間が残っている」などが挙げられた。

20
出所）インターネット契約実態調査 2020「https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000070245.html」（2021年12月20日閲覧）

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000070245.html%E3%80%8D


二次データ⑧　首都圏オフィスワーカー調査2020

21

・在宅勤務の不満についてのグラフ

・ザイマックス総研の研究調査

・「運動不足になりやすい」や「コミュニケーション量が減　　る」等が上

位にいる。

・在宅勤務ならではの悩みを解決するようなツールや環境整備　が必

要とされている。



二次データ⑨　首都圏オフィスワーカー調査2020
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・働き方に関する施策のニーズについてのグラフ

・ザイマックス総研の研究調査

・今後の働き方について、被雇用者は「サテライ　トオ

フィス勤務」や「在宅手当」を大いに望ん　でいる。

・実施率とニーズの乖離が大きい勤務方法に提言　の

余地があると考えられる。



二次データ⑩　首都圏オフィスワーカー調査2020
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・サテライトオフィスを利用する際に重視する条件についての　グラフ

・ザイマックス総研の研究調査

・「自宅から近い」（63.1%）が最も重視され、テレワークにお　いて、通勤

・移動時間の削減が被雇用者にとって大きなメ　　リットとなることが窺

える。また、「業務に集中できる個室　がある」（32.4%）が3位だった。

・サテライトオフィスの増設や、機能の充実化が期待されてい　る。



5．仮説
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仮説の枠組み　　　　　　　　　　                                     　　　　

25

通勤

社会的相互作用技術

在宅勤務

雇用

態度

人口統計

〈環境要因〉 〈心理要因〉



仮説一覧（環境要因）　　　　　　　　　　                                     　　　　
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分類 仮説番号 出所番号 変数名 ジャンル 仮説

環境
要因

He1 2.16～2.22
2.16 ind_now_1_w1a

~2.22 ind_now_7_w1a
雇用

コロナ禍で現場に赴く必要性が高い職業に従事していることは、パ

ンデミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相

関がある。

He2 3.6 wfh_now_days 在宅勤務
コロナ禍での在宅勤務の日数の多さは、パンデミック後にウェブ会

議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

He3 8.7 pre_work_pri_mode_w1a 通勤

パンデミック前に「自家用車」または「公共交通機関」を利用してい

たことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の

高さと正の相関がある。

He4 12.35 internet_change_w1a 人口統計

コロナ禍で新しいインターネットサービスを購入または変更したこと

は、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと

正の相関がある。



仮説パス図（環境要因）　　　　　　　　　　                                     　　　　
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パンデミック前の通
勤手段

パンデミック後の社会的相
互作用技術の利用数

コロナ禍の
在宅勤務の頻度

コロナ禍のインターネット
サービス利用状況

He2(+)

He3(+)

He4(+)

コロナ禍での職業

He1(+)



仮説一覧（心理要因）　　　　　　　　　　                                     　　　　
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分類 仮説番号 出所番号 変数名 ジャンル 仮説

心理
要因

Hp1 10.2  att_covid_selfsevere

態度

自分がCovid-19に感染した際の周囲の反応を心配に思うことは、パンデミック後

にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

Hp2 10.3 att_covid_friendssevere 家族や友人がCovid-19に感染した際の周囲の反応を心配に思うことは、パンデ

ミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

Hp3 10.5 att_covid_stayhome パンデミックがある程度収まるまで家にいるべきだと考えることは、パンデミック後

にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

Hp4 10.8 att_covid_stayhome_norm
パンデミックが収束するまで家族や友人が家にいるべきだと自分に推奨する環境

にいることは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の

相関がある。

Hp5 10.36 att_lifst_oneplace_w1a 一か所に長く滞在することが好きではないと思うことは、パンデミック後にウェブ会

議サービスを使用する頻度の高さと負の相関がある。

Hp6 10.48 att_socit_outside 外にいることが好きであると思うことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使

用する頻度の高さと負の相関がある。

Hp7 10.49 att_socit_others: 人と一緒にいることが好きだと思うことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを

使用する頻度の高さと負の相関がある。



仮説パス図（心理要因）　　　　　　　　　　                                     　　　　
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外にいることが
好きである

パンデミック後の社会的相
互作用技術の利用数

Covid-19の感染
に対する反応

（自分）

人と一緒にいる
ことが好き

Hp1(+)

Hp3(+)

Hp4(+)

Covid-19の感染
に対する反応
（家族・友人）コロナ禍では

ステイホームを
するべきだ

ステイホームを
するべきという

同調圧力

１か所に長く滞
在することが好
きではない

Hp5(-)

Hp2(+)

Hp6(-)

Hp7(-)



6．単純集計（被説明変数）
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単純集計（社会的相互作用技術）

6.21 Covid-19収束後、パンデミック前と比較したウェブ会議サービスの使用頻度

31

N=1110
「やや多い」「ほぼ同じ」が大半で、使用頻度
的には全体的に増加している。



（参考）パンデミックが収束した後、パンデミック前と比較して社会的相互作用技術を
　　　　どのくらいの頻度で使用すると予想しますか。

使用データ：

6.19 
soci_exp_1_w1a～6.24 
soci_exp_6_w1a
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6．単純集計（説明変数）
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単純集計（雇用）

2.16～2.22 あなたはどのような職業に従事していますか。

34

N=959
「他事業の従事者」以外に関しては、
交通機関の従事者が最も多く、 17.9％だっ
た。



単純集計（在宅勤務）

3.6 コロナ禍で、何日間在宅勤務を行いましたか？

35

N=3225
週5日勤務と考えて、5日全て在宅勤務の被
雇用者が45.1％と最も多かった。



単純集計（通勤）

8.7 パンデミック前、通勤に利用していた交通手段は何ですか？

36

N=877
「自家用車」が最も多く、 54.3％という結果と
なった。次いで「公共交通機関」が多く、 23.9
％。通勤にかかる時間の長さとも言い換えら
れるだろう。



単純集計（人口統計）
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ISP＝インターネットサービス事業者（Internet Service Provider）

→『実際にインターネットを利用するためには、回線業者だけでなく、プロバイダーと呼ば

れるインターネット接続事業者と契約する必要があります。プロバイダー（Provider）とい

う言葉には、「何らかの商品やサービスを提供している人や会社」という意味がありま

す。それで「インターネット接続というサービスを提供している事業者」のことを、Internet 
Service Provider（インターネットサービスプロバイダー）といい、略してISPと呼ぶこともあ

ります。』

e.g. NURO光、au光、楽天ブロードバンド



単純集計（人口統計）

12.35 パンデミックの直後、新しいインターネットサービスに変更、もしくは

　　新しいインターネットサービスを導入しましたか？ 

38

N＝1109
「変えていない」という回答が最も多く、 92.4
％だった。
※ISP＝インターネットサービス事業者



単純集計（態度）

10.2 Covid-19に感染した時の自分に対する厳しい反応が心配である。
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N=8714
「やや肯定的である」「強く肯定的である」が
過半数という結果となった。



単純集計（態度）

10.3 友人や家族がCovid-19に感染した時の彼らに対する深刻な反応が心配である。

40

N=8717
肯定的な意見が総じて 76.9％と、大半を占
めていた。



単純集計（態度）

10.5 パンデミックが落ち着くまで、可能な限り家にいるべきだと思いますか？

41

N=8711
感染者数が世界的に群を抜いて多かったア
メリカだからこそ、このような回答結果になっ
たとも考えられる。



単純集計（態度）

42

10.8 友人や家族は、パンデミックが収束するまで在宅していることを自分に

　　期待している。

N=8716
「強く否定的である」以外のデータは散らばっ
ていると見受けられる。



単純集計（態度）

10.36 一か所に長時間とどまることが好きではない。

43

N=1108
「やや否定的である」が最も多かったが、さ
ほど尖った回答結果ではない。



単純集計（態度）

10.48 外にいることが好きである。

44

N=8710
外にいることが好きな人がほとんど。「強く肯
定的である」「やや肯定的である」合わせて
約88％にまで上った。



単純集計（態度）

10.49 人と一緒にいることが好きで、周囲に友人が多くいる。

45

N=8717
データを概観すると、友人と一緒にいること
は好き。だがそれでも外出を我慢する、とい
う人が多いと読み取れる。



7．回帰分析
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分析の構成

説明変数：

コロナ禍での職業

（単回帰分析）

47

説明変数：

パンデミック前の通勤交通手段

コロナ禍での在宅勤務頻度

インターネット環境の変化

N＝1082
Multiple R-squared:  0.03709
Adjusted R-squared:  0.01567

被説明変数：6.21 soci_exp_3_w1a 

説明変数：

パンデミックに関する態度

N＝1093
Multiple R-squared:  0.01165      
Adjusted R-squared:  0.005307

※以下、分析結果の数値は一部を除き小数点以下3位切り捨て



コロナ禍での職業①
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Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.317 0.033 99.255 <2e-16
医療 -0.217 0.182 -1.197 0.231 棄却

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.358 0.035 96.7 < 2e-16

小売 -17.610 4.671 -3.770 0.00017
負で有意

（0.1％水準）

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.278 0.035 92.954 <2e-16

交通機関 0.182 0.089 2.033 0.042
正で有意

(5％水準）

N＝1107　Multiple R-squared:  0.001296,        Adjusted R-squared:  0.0003922

N＝1107　Multiple R-squared:  0.003726,        Adjusted R-squared:  0.002824

N＝1102　Multiple R-squared:  0.01275,        Adjusted R-squared:  0.01186 



コロナ禍での職業②
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Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.311 0.033 101.645 <2e-16

配達業 -1.170 1.052 -1.112 0.266 棄却

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.308 0.033 101.483 <2e-16

メンテナンス業 -0.214 1.053 -0.203 0.839 棄却

N＝1107　Multiple R-squared:  0.001117,        Adjusted R-squared:  0.0002134

N＝1107　Multiple R-squared:  3.739e-05,      Adjusted R-squared:  -0.0008675



コロナ禍での職業③
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Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.311 0.033 101.713 <2e-16

公共サービス -0.461 0.440 -1.048 0.295 棄却

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 3.238 0.056 57.570 <2e-16

その他の産業 0.104 0.069 1.511 0.131 棄却

N＝1107　Multiple R-squared:  0.0009925,      Adjusted R-squared:  8.844e-05

N＝1107　Multiple R-squared:  0.002062,        Adjusted R-squared:  0.001158



パンデミック前の通勤の交通手段
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*** : 0.1%水準 ** : 1%水準 * : 5%水準 . : 10%水準

Estimate Std.Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 2.267 0.418 5.427 7.70e-08***

パンデミック前の

通勤の交通手段

自転車 0.185 0.293 0.632 0.528 棄却

相乗り -0.069 0.327 -0.211 0.833 棄却

自家用車 -0.117 0.272 -0.430 0.667 棄却

徒歩 0.002 0.311 0.007 0.994 棄却

公共交通機関 -0.032 0.277 -0.117 0.907 棄却



コロナ禍での在宅勤務頻度
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*** : 0.1%水準 ** : 1%水準 * : 5%水準 . : 10%水準

Estimate Std.Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 2.267 0.418 5.427 7.70e-08***

コロナ禍での

在宅勤務頻度
在宅勤務日数 -0.021 0.030 -0.689 0.491 棄却



インターネット環境の変化

53

仮説 Estimate Std.Error t-value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 2.267 0.418 5.427 7.70e-08***

インターネットサービスを中止した 1.616 1.085 1.490 0.137 棄却

ISPを変更した 0.577 0.326 1.774 0.076.
正で有意

（10％水準）

新しいインターネットサービスを開始した -0.289 0.482 -0.600 0.549 棄却

インターネット環境を向上した 0.195 0.164 1.191 0.234 棄却

*** : 0.1%水準 ** : 1%水準 * : 5%水準 . : 10%水準



パンデミックに関する態度

54

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|) 結果

(Intercept) 2.567 0.319 8.061 1.98e-15***

自分の感染が心配 0.052 0.030 -1.759 0.079.
正で有意

(10％水準）

友人や家族の感染が心配 0.078 0.041 1.917 0.055.
正で有意

(10％水準）

ステイホームするべきである 0.028 0.039 0.713 0.476 棄却

周囲からの在宅の期待 -0.008 0.037 -0.211 0.833 棄却

一つの場所に留まることが好きではない 0.007 0.029 0.245 0.807 棄却

外にいるのが好き 0.130 0.051 2.555 0.011*
正で有意

（5％水準）

周囲に人がいるのが好き -0.030 0.037 -0.813 0.417 棄却

*** : 0.1%水準 ** : 1%水準 * : 5%水準 . : 10%水準



8．結果
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検定結果（環境要因）
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分
類

仮説
番号

出所
番号

変数名 ジャンル 仮説 結果

環
境
要
因

He1
2.16
～2.22

2.16 ind_now_1_w1a
~2.22 ind_now_7_w1a

雇用

コロナ禍で現場に赴く必要性が高い職業に従事している

ことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用する

頻度の高さと正の相関がある。

棄却

He2 3.6 wfh_now_days 在宅勤務

コロナ禍での在宅勤務の日数の多さは、パンデミック後

にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関

がある。

棄却

He3 8.7 pre_work_pri_mode_w1a 通勤

パンデミック前に「自家用車」または「公共交通機関」を利

用していたことは、パンデミック後にウェブ会議サービス

を使用する頻度の高さと正の相関がある。

棄却

He4 12.35 internet_change_w1a 人口統計

コロナ禍で新しいインターネットサービスを購入または変

更したことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使

用する頻度の高さと正の相関がある。

採択

(10％水準）
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パンデミック前の通
勤手段

パンデミック後の社会的相
互作用技術の利用数

コロナ禍の
在宅勤務の頻度

コロナ禍のインターネット
サービス利用状況

He2(+)

He3(+)

He4(+)*’

コロナ禍での職業

He1(+)

注．*’：10％水準で有意
実線：採択　　破線：棄却



検定結果（心理要因）
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分
類

仮説
番号

出所
番号

変数名 ジャンル 仮説 結果

心
理
要
因

Hp1 10.2  att_covid_selfsevere

態度

自分がCovid-19に感染した際の周囲の反応を心配に思うことは、パンデミック後に

ウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

採択

（10％水準）

Hp2 10.3 att_covid_friendssev
ere

家族や友人がCovid-19に感染した際の周囲の反応を心配に思うことは、パンデミッ

ク後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。

採択

（10％水準）

Hp3 10.5 att_covid_stayhome パンデミックがある程度収まるまで家にいるべきだと考えることは、パンデミック後に

ウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関がある。
棄却

Hp4 10.8
att_covid_stayhome_n

orm

パンデミックが収束するまで家族や友人が家にいるべきだと自分に推奨する環境に

いることは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用する頻度の高さと正の相関

がある。

棄却

Hp5 10.36 att_lifst_oneplace_w1a 一か所に長く滞在することが好きではないと思うことは、パンデミック後にウェブ会議

サービスを使用する頻度の高さと負の相関がある。
棄却

Hp6 10.48 att_socit_outside 外にいることが好きであると思うことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使用

する頻度の高さと負の相関がある。

採択

（1％水準）

Hp7 10.49 att_socit_others: 人と一緒にいることが好きだと思うことは、パンデミック後にウェブ会議サービスを使

用する頻度の高さと負の相関がある。
棄却
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アウトドア派
である

パンデミック後の社会的相
互作用技術の利用数

Covid-19の感染
に対する反応

（自分）

人と一緒にいる
ことが好き

Hp1(+)*’

Hp3(+)

Hp4(+)

Covid-19の感染
に対する反応
（家族・友人）

コロナ禍では
ステイホームを
するべきだと

思う

ステイホームを
するべきという

同調圧力

１か所に長く滞
在することが好
きではない

Hp5(-)

Hp2(+)*’

Hp6(-)**

Hp7(-)
注．*’：10％水準で有意
　    **：1％水準で有意
実線：採択　　破線：棄却



9．考察
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考察（環境要因）

コロナ禍での職業については、「小売」が負で採択された。

61

小売業に従事している被雇用者は、パンデミック収束後にウェブ会議サービスを利用し

続ける可能性が低いと分かった。販売員等がこの職業に含まれるため、このような結果

になったと考えられる。オンラインショップの興隆は目を見張るものがあるが、その背景

ではその存在意義を脅かされている小売業従事者がいる。

コロナ禍での職業については、「交通機関」が正で採択された。

交通機関に従事している被雇用者は、パンデミック収束後もウェブ会議サービスを利用

し続ける可能性が高いと分かった。運転手等は、日々感染に脅かされ続けている。この

ため、このような結果になったと考えられる。交通機関の自動運転化が解決策の一つと

して考えられるだろう。



考察（環境要因）

62

在宅勤務の頻度については、全て棄却という結果になった。

「５日」だけでも有意な結果を得られると推測していたが、コロナ禍での在宅勤務の頻度

とパンデミック後のウェブ会議サービスの利用に相関は確認されなかった。実際、所属

企業が被雇用者に在宅勤務を要請する場合がほとんどだろう。このことと分析結果を鑑

みると、在宅勤務の頻度が高いからパンデミック収束後も在宅勤務を望むという考えで

はなく、企業の方針に従う、という考えの被雇用者が多いと推測できる。また、在宅勤務

で処理できるタスクと、出勤しなければ処理できないタスクが依然として混在しているこ

とも、棄却という結果に寄与していると推測できる。



考察（環境要因）

インターネット環境の変化については、「ISPを変更した」が正で採択された。

63

パンデミックの影響によってインターネットを使用する機会が増え、インターネット環境を

整えたいと考える被雇用者が多い。しかし、インターネット契約実態調査によると、実際

にインターネット事業者を変更した被雇用者は2割を切った。ISPの変更は容易ではない

が、パンデミックを受けて、変更を決心した被雇用者が一定数いると考えられる。

複雑な手順を経て、ISPを変更しインターネット環境を整備した被雇用者がウェブ会議

サービスを以前より高い頻度で使用するようになることは当然である。



考察（心理要因）

64

パンデミックに関する態度については、「自分がCovid-19に感染した際の周囲の反応が心配」が正で

採択された。

自身への感染リスクの配慮として、通勤を避けたいという欲求を反映した結果だと考

えられる。

パンデミックに関する態度については、「家族や友人がCovid-19に感染した際の周囲の反応が心配」

が正で採択された。

親しい人への感染リスクの配慮として、通勤を避けたいという欲求を反映した結果だと

考えられる。



考察（心理要因）

65

パンデミックに関する態度については、「外にいることが好き」が正で採択された。

外にいることが好きという被雇用者は、パンデミック収束後もウェブ会議サービスを利用

し続ける可能性が高いと分かった。ここでは「外」というワーディングだが、実際にはコ

ワーキングスペースやサテライトオフィス、カフェなどが考えられるだろう。自宅以外で

ウェブ会議に参加する被雇用者をターゲットとして、周囲の環境に左右されずにウェブ会

議に参加することができる快適な環境を整備することが提言の一つになり得るだろう。



10．まとめ
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提言

67

分析結果と考察から、ターゲットとするべきウェブ会議サービス利用者を２つの属

性を基に大別した。

①自宅でウェブ会議サービスを利用する被雇用者

→採択された分析結果から、主に自身や親しい人への感染リスクを重要視する被

雇用者（Hp1・2）、職業的には交通機関の従事者（He1）、インターネット環境的に

はISPを変更した被雇用者（He4）をターゲットとする。

②オフィスや自宅以外でウェブ会議サービスを利用する被雇用者

→採択された分析結果から、外にいることが好きな被雇用者（Hp6）、棄却された

分析結果から、交通機関を利用することも厭わない被雇用者（He3）をターゲットと

する。



提言

68

①自宅でウェブ会議サービスを利用する被雇用者をターゲットとする場合、
　インターネット環境に関する現状の課題は、

の2つである。このため提言として、

が考えられる。

コミュニケーション不足
（報告・連絡・相談の難化）

通信環境の不安定性
（自宅のインターネット接続環境）

ウェブ会議サービスと連動するコミュニケーションツールの提供

ISPとの提携による安定したインターネット回線の普及



提言

69

②オフィスや自宅以外でウェブ会議サービスを利用する被雇用者をターゲット　とする
場合、利用場所に関する現状の課題は、

の2つである。このため提言として、

が考えられる。

利用期間・利用時間
（土日祝日・深夜営業等）

立地
（交通の便）

ウェブ会議サービスを利用できる場所の提供・営業時間の柔軟化

ウェブ会議サービスを利用できる場所の増設・サービスの多様化



本研究の限界と課題

70

被説明変数に選んだデータが便宜的サンプルで構成されたwave1aにしかな

かったため、サンプル数が少なかった上、使用できる説明変数に限りがあっ

た。

決定係数の値が非常に低いため、説明変数が被説明変数を十分に説明して

いるとは言えない。
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単純集計（雇用）

2.16 医療従事者ですか？　

2.17 小売事業の従事者ですか？
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単純集計（雇用）

2.18 交通機関従事者ですか？

2.19 配達の関係者ですか？
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単純集計（雇用）

2.20 メンテナンス業の従事者ですか？
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単純集計（雇用）

2.21 公共サービスの従事者ですか？

2.22 他の産業に従事していますか？
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単純集計（在宅勤務）

3.6 コロナ禍で、何日間在宅勤務を行いましたか？
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単純集計（通勤）

8.7 パンデミック前、通勤に利用していた交通手段は何ですか？
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単純集計（態度）

10.2 Covid-19に感染した時の自分に対する厳しい反応が心配である。 
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単純集計（態度）
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10.3 友人や家族がCovid-19に感染した時の彼らに対する厳しい反応が心配である。



単純集計（態度）

10.5 パンデミックが落ち着くまで、可能な限り家にいるべきだと思いますか？
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単純集計（態度）

10.8 友人や家族はパンデミックが収束するまで在宅していることを自分に

　　期待している。

87



単純集計（態度）

10.36 一か所に長時間とどまることが好きではない。
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単純集計（態度）

10.48 アウトドア派である。
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単純集計（態度）

10.49 人と一緒にいることが好きで、周囲に友人が多くいる。
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単純集計（人口統計）
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12.35 パンデミックの直後、新しいインターネットサービスに変更、もしくは

　　新しいインターネットサービスを導入しましたか？ 


